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Meet up Chubu

光合成にはCO2は必須！

しかし、世界的には削減.. ではどうする？

inochio Group

イノチオみらい㈱



イノチオグループ 事業紹介

農薬・肥料の卸業態

自社研究所による各種分析診断

土づくり・有機肥料の提案

農業ハウスの設計・建設

農業ハウスのメンテナンス

農薬・肥料・種苗の販売

営農サポート

菊・バラの品種開発

カーネーションの品種開発

種苗生産および販売

アグリBU

最先端の農業生産を実践

農業経営者・事業者の育成

GAP認証取得の支援

プラントケアBU ファームBU フラワーBU



“ゼロ”から始める

農業経営を総合支援
顧客起点でつながる



イノチオみらい㈱



イノチオみらい㈱



SDGs取り組み

環境 を良好に

Environment



46％

削減率

・環境制御の普及＆植物生理学の理解により
エネルギー投入量が増えた！
・１０ａのトマト栽培で、重油１２ｔ使用から化石燃料の削減



1.74
kg/kg

67％

削減率

2016年比

トマト１ｋｇの生産で

発生するＣＯ２は？

重油 ・ 電気 ・ 生ガス

2016年度： 1kg＝5.21kg

2021年度： 1kg＝1.94kg

2022年度実績



15.2ｔ

CO2排出

削減量

53.3ｔ

控除量
カーボンニュートラル

植物由来素材パックに切り替えたことで
植物由来素材
プラスチックパックを使っていた時と

の差を削減量として計算

2021年度実績：

削減量：9.6ｔ、控除量：34.9

ｔ

2022年度実績



SDGs取り組み

社会 を良好に

Society



小学生

高校生

家族

大学生



海外
メディア

海外
政府

国内
議員

国内
メディア



中部経済産業局、東海農政局
のホームページに掲載



ど
うまい！フードロスの対応



生鮮ミニトマトで

日本初の

機能性表示食品
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ベンチャー企業連携による実績



光合成にはCO2は必須！
しかし、世界的には削減..

ではどうする？

氏名：大門弘明

■イノチオみらい㈱ 代表取締役

→農業経営する人

■イノチオアグリ㈱ 執行役員営農設計本部長

→設計開発と農業コンサルをする人



光合成

CO2 ＋

外へ

水
O2
＋ ＋

糖

肥料水

水

光合成の概念
1.光合成は光エネルギーを
栄養物中の化学エネルギーに変換する

2.明反応は太陽エネルギーをATPとNADPHの
化学エネルギーに変換する

3.カルビン回路はATPとNADHPを使って

CO2を還元して糖を合成する

葉が糖をつくる工場とすれば

・光＝エネルギー
・CO2と水が材料
・温度、湿度、気流が効率関与



光合成により合成された糖の分配
・果実、芽（成長点）、根、呼吸エネルギーとして活用
・植物体温度が高いと、呼吸量は増える＝高温時期の栽培が厳しい



外気400ppm

オランダの学者さんの文献より
日射３００ｗ/㎡の時
200ｐｐｍと500ｐｐｍでは
２倍になる

光合成と二酸化炭素濃度（CO2吸収曲線）

濃度が大切になる



2022.12.24 停電夜8時からの翌日

2022.12.27 500ｐｐｍ前後

CO2施用がない場合
ハウス内では

200ｐｐｍを下回る
＝収量の低下



2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

年度
CO₂投入量
／可販果収量
（kg／t）

2016 297

2017 158

2018 162

2019 134

2020 253

2021 143

2022 151

平均 174

CO2を投入したほうが、当然収量は増える



ハウス内のCO2濃度をいくつにしたいのか
１．1000ppmを超えると、働く人に影響
→働く人が「息苦しい、頭痛、めまい、耳鳴り、だるい」＝効率低下

２．光合成量から600～800ppmが良さそう

→できれば600ppmでキープしたい

トマトは1.2～2.4kg/ｈ/1000㎡のＣＯ２を吸収する

400ppm 6.5kg/h/1000m2 2.4kg/h/1000m2 400ppm 1回/h 661ppm

3.39kg ＋ 7.02kg/h ー 2.59kg/h ＋ 3.39kg × 50% ＝ 5.61kg

換気後の

ハウス内CO2

換気時の外気と

のCO2混合割合
ハウス内CO2 CO2施用 CO2吸収 外気CO2

計算結果から、１時間に1000㎡当り6.5ｋｇのＣＯ２を施用できる装置



ハウス内環境
冬季：密閉気味なので、施用しても逃げにくい
夏季：換気で涼しさ重視＝外気濃度の４００ppmとなる

外気
400ppmを
取入れる

下から吹き上げる



外気導入により、8月のハウス内温度は外気より下がる

外気温

内気温

内部CO2濃度



培地重量センサで水分を管理すれば、根量は最適化される



■本日のまとめ

①根域管理により、根量を増やして水の供給を最適化
②外気導入により、室内温度を下げる＋夜間冷房も効果大
③労務データより作業最適化で、効率向上
④CO2濃度を600ppmで維持すれば、増収確実

■SDGｓ志向で考えると

空気中のCO2を回収して、ハウス内へ導入できる装置


